
JP 2009-511308 A5 2009.9.24

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成21年9月24日(2009.9.24)

【公表番号】特表2009-511308(P2009-511308A)
【公表日】平成21年3月19日(2009.3.19)
【年通号数】公開・登録公報2009-011
【出願番号】特願2008-535903(P2008-535903)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  15/04     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   7/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  21/027    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ  15/04    　　　Ｚ
   Ｂ３２Ｂ   7/02    １０３　
   Ｂ３２Ｂ   7/02    １０４　
   Ｈ０１Ｌ  21/30    ５０２Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年8月6日(2009.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　調節可能、または、確定した電気伝導率を有する多層体の製造方法であって、
　第１の回折表面構造が、前記多層体の複製層（１２、５２ａ、５２ｂ、８２）の第１の
領域に形成され、
　金属層（１４、２４、３４、６４、８４）が、前記第１の領域と、前記第１の表面構造
が前記複製層（１２、５２ａ、５２ｂ、８２）に形成されていない第２の領域との前記複
製層（１２、５２ａ、５２ｂ、８２）に塗布され、前記第１の領域、または、前記第２の
領域の一方は、複数の肉眼では確認できない微視的パターン領域によって形成されており
、それらのパターン領域は、線ラスターまたはラスター幅Ｄを有する面ラスター状に配置
され、部分的な領域のそれぞれを完全に囲むまたは区切る第１の領域、または、第２の領
域によって、それぞれ互いに間隔Ｂを持って離れて配置されており、
　感光層（８８）が、前記金属層（１４、２４、３４、６４、８４）に塗布されるか、感
光洗浄マスクが複製層として塗布され、前記感光層（８８）、または、前記洗浄マスクは
、前記金属層（１４、２４、３４、６４、８４）を通して露光され、その結果、前記感光
層（８８）、または、前記洗浄マスクは、前記第１の表面構造によって前記第１の領域、
および、前記第２の領域において別々に露光され、前記金属層（１４、２４、３４、６４
、８４）は、前記露光された感光層（８８）、または、前記洗浄マスクを、前記第２の領
域ではなく前記第１の領域、または、前記第１の領域ではなく前記第２の領域におけるマ
スクとして用いることで除去することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ラスター幅Ｄが、１μｍ乃至５００μｍの間の範囲、好ましくは、５μｍ乃至３０
０μｍの範囲において選択され、前記ラスター幅Ｄの前記間隔Ｂに対する比率が５乃至２
００の範囲において選択されることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記金属層（１４、２４、３４、６４、８４）は、前記複製膜（１２、５２ａ、５２ｂ
、８２）によって画定される平面に、表面積全体に対して一定の濃度で、好ましくは蒸着
法によって塗布されることを特徴とする請求項１、または、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記金属層（１４、２４、３４、６４、８４）を、前記表面積全体にわたる前記複製層
（１２、５２ａ、５２ｂ、８２）に、前記金属層（１４、２４、３４、６４、８４）が、
前記複製層（１２、５２ａ、５２ｂ、８２）の表面構造を持たない領域において１乃至７
の範囲の光学濃度を有する厚さで塗布することを特徴とする、請求項１乃至請求項３のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　第２の表面構造が、前記第２の領域における前記複製層（１２、５２ａ、５２ｂ、８２
）に形成され、前記複製層（１２、５２ａ、５２ｂ、８２）における前記第１の回折表面
構造として形成されたものが、前記第１の領域において前記金属層（１４、２４、３４、
６４、８４）の透過性特に透明性を高め、ひいては、前記第２の領域において前記金属層
（１４、２４、３４、６４、８４）の透過性特に透明性を高め、その逆も可能である、表
面構造であることを特徴とする、請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の表面構造は、前記第２の表面構造よりレリーフ深さが大きい、または、その
逆も可能であることを特徴とする、請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の表面構造の空間周波数とレリーフ深さの積が、前記第２の表面構造の空間周
波数とレリーフ深さの積よりも大きい、または、その逆も可能であることを特徴とする、
請求項１乃至請求項６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の表面構造または第２の表面構造は、光学的に活性であり、反射性または透過
性のある、光回折性および／または光屈折性および／または光散乱性のミクロあるいはナ
ノ構造であり、特に、線形格子または二次元格子などの格子構造、等方性または異方性を
有する無光沢構造、バイナリ型または連続するフレネルレンズ、マイクロプリズム、ブレ
ーズ格子、組み合わせ構造、または微細構造、であることを特徴とする、請求項１乃至請
求項７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１の領域において、個別の構造要素の深さ幅比が高い、特に深さ幅比が０．３よ
りも大きい表面構造が、前記第１の回折表面構造として形成され、前記第２の表面構造は
深さ幅比のより小さい表面構造であり、その逆も可能であることを特徴とする、請求項１
乃至請求項８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
バイナリ型の特徴を有する感光材料が、前記感光層または前記感光洗浄マスクとして塗布
され、前記感光層または前記感光洗浄マスクが、露光の強さおよび露光時間を条件にして
、前記金属層（１４、２４、３４、６４、８４）を通して露光され、また、前記金属層（
１４、２４、３４、６４、８４）の透過性、特に透明性が前記第１の表面構造によって高
められている第１の領域で、前記感光層（８８）または前記洗浄マスクは活性化され、第
２の領域では活性化されない、または、その逆も可能であることを特徴とする、請求項１
乃至請求項９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記感光層または前記洗浄マスクは、紫外線照射を用いて前記金属層を通して露光され
ることを特徴とする、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記金属層（１４、２４、３４、６４、８４）は、直流的に強化されていることを特徴
とする、請求項１乃至請求項１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
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　複製層（１２、５２ａ、５２ｂ、８２）と、前記複製層（１２、５２ａ、５２ｂ、８２
）上に配置された金属層（１４、２４、３４、６４、８４）を備える請求項１乃至請求項
１２のいずれか１項により得られる多層体、特に転写膜であって、
　前記多層体は、複数の肉眼では確認できない微視的パターン領域、および、前記パター
ン領域のそれぞれを完全に囲むまたは区切るバックグランド領域を有し、前記パターン領
域は、線ラスター、または、ラスター幅Ｄを有する面ラスター状に配置され、前記パター
ン領域は、前記バックグランド領域によって、互いに間隔Ｂを持って離れて配置されてお
り、前記ラスター幅Ｄは、５μｍ乃至３００μｍの範囲であり、前記ラスター幅Ｄの前記
間隔Ｂに対する比率は、５乃至２００の範囲であり、前記金属層は、前記バックグランド
領域、または、前記パターン領域に存在することを特徴とする、多層体。
【請求項１４】
　第１の回折表面構造が、前記複製層（１２、５２ａ、５２ｂ、８２）の第１の領域に形
成され、前記第１の表面構造は前記複製層（１２、５２ａ、５２ｂ、８２）の第２の領域
に形成されず、前記パターン領域は、前記第１の領域または前記第２の領域の一方に形成
されることを特徴とする、請求項１３に記載の多層体。
【請求項１５】
　前記複製層（１２、５２ａ、５２ｂ、８２）は、前記パターン領域に第１の表面構造を
有し、前記バックグランド領域に第２の表面構造を有し、前記第１の表面構造、および、
前記第２の表面構造は、異なる表面構造によって形成されており、前記表面構造のうちの
少なくとも１層が、回折表面構造であることを特徴とする、請求項１３、または、請求項
１４に記載の多層体。
【請求項１６】
　前記第１の表面構造および前記第２の表面構造は、異なる深さ幅比を有することを特徴
とする、請求項１３乃至請求項１５のいずれか１項に記載の多層体。
【請求項１７】
　前記多層体は、第１の金属層（５４ａ）とある位置関係を持って配置された第２の金属
層（５４ｂ）を有することを特徴とする、請求項１３乃至請求項１６のいずれか１項に記
載の多層体。
【請求項１８】
　前記金属層（５４ａ、５４ｂ）のうち少なくとも１層は、可視光の範囲において部分的
に透明である厚さで塗布されることを特徴とする、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記金属層（５４ａ、５４ｂ）は、（２ｎ＋１）・λ／２の間隔、または、（４ｎ＋１
）・λ／４の間隔で配置されており、ここで、ｎは、０を含む整数であり、λは、前記多
層体を利用するために提供される光の波長、または、平均波長であり、λは、特に、可視
スペクトルの範囲において選択されることを特徴とする、請求項１７乃至請求項１８のい
ずれか１項に記載の多層体。
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